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エミちゃん、ご結婚おめでとうございます。とても素敵な結婚式でした。あちこちで桜がぱっ

と咲き、自然も二人の結婚式をお祝いしているようでしたね。結婚の誓約の問いかけに「約束し

ます！」と牧師に答えた二人の声が耳に残っています。まるで、少年少女のような、大きくて、

元気のいい声！なんとも微笑ましかったです。これがエミちゃんなんだ‼️と思ったわけです。 

 エミちゃんは私の姪。兄と弟に挟まれた一人娘です。近所に住む三人の従兄弟も男の子だった

ので、たった一人の女の子ということでみんなに珍重されたかもしれません。彼らといつも一緒

に、遊び、お稽古ごとし、児童団に所属し、教会に連れて行ってもらい、成長して来たのでしょ

う。元気さは並の女子とは違います。結婚願望がなく、興味のあるファッション関係の仕事に集

中していました。もう一つには父以上に優しい人を見つけられないから、と言うのです。 

兄も弟も結婚し、幼子たちが与えられた頃、始めて結婚するのもありかな？と思ったようです。

その時、優しいお相手にめぐり逢い、家事は出来なくてもいいという彼の言葉にホッとしたよう

です。ちょうどその頃、みんなのリーダーと自負していた彼女の兄が 39 歳の若さでコロナによ

り突然世を去りました。予想もつかない事態でした。家族全員、悲しみと寂しさに打ちひしがれ

ました。家族が落ち着いて生活してくことに必死だったでしょう。彼女も彼を兄に紹介できなか

ったのです。喪が開けて、二人は婚姻届を出し、結婚しました。次の週に、エミちゃんが彼を亡

くなった兄に紹介したいということで、私たちも揃って、お墓参りをしました。彼の穏やかな人

柄に触れてとても喜んだものでした。とうとう、先日、結婚式の運びとなりました。 

 

 花嫁は父(私の弟)のエスコートでヴァ

ージン・ロードを踏んで入場し、花婿

に託されるという、昔ながらの結婚式

でした。この日のために父(私の弟)はリ 

 

ハビリして、腰痛を克服し、無事に役目を果たしました。

うまくやっていけるかどうか、と言っておりました。 

弟や従兄弟たちが、「エッ？エミちゃんが？」と言うほど 

彼女はマメマメしい、テキパキした、愛らしい妻になっているようです。愛の力は強い‼️ 

 

 

 


